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 沖縄縄地区税関は、平成 28年の 1年間に管内の空港や港湾等で摘発した不正薬物・銃砲類の密

輸入事件にかかる取締実績をまとめましたのでお知らせします。 

 

 平成 28年における不正薬物の摘発件数は 33 件（前年比 1.3 倍）、押収量は約 615Kg（前年比約

1,500 倍）、722 錠（前年比 21％減）、銃砲の摘発件数は 1件・1丁（前年比 50％減）となった。 

 

1．不正薬物 

【覚醒剤事犯】 

 ・摘発件数 8件        （前年比 2倍） 

 ・押収量  614,324.23ｇ（前年比皆増） 

  →双胴型ヨットを利用した覚醒剤約 600 キロ密輸入事件の摘発 

  →大型クルーズ船を利用した覚醒剤約 7キロ密輸入事件の摘発 
 

【大麻事犯】 

 ・摘発件数 8件    （前年比 1.6 倍） 

 ・押収量  14.377ｇ（前年比 95％減） 

  →大麻草の摘発（7件/12.977ｇ(前年比皆増)）が増加 

  →全国的にも、大麻草の摘発件数が増加（ただし、押収量は減少） 
 

【麻薬事犯】 

 ・摘発件数 9 件     （前年比 10％減） 

 ・押収量  651.185ｇ（前年比 39 倍） 85 錠（前年比 87％減） 

  →ケタミンの摘発（6件/649.615ｇ(前年比 59 倍)）が増加 

  →全国的にもケタミンの摘発件数が増加（ただし、押収量は減少） 
 

【向精神薬事犯】 

 ・摘発件数 5 件  （前年比 1.6 倍） 

 ・押収量  460 錠（前年比 1.9 倍） 
 

【指定薬物事犯】 

 ・摘発件数 3件   （前年同） 

 ・押収量  70.74ｇ（前年比 32％減） 177 錠（前年比皆増） 

  →平成 27 年全国税関で摘発した不正薬物密輸入事件の約 8 割が指定薬物であったが、平成

28 年は減少傾向 

 

2．銃砲類 

 ・摘発件数 1 件（前年比 50％減） 

 ・押収量  1 丁（前年比 50％減） 

  →減少傾向ではあるが、平成 24 年から摘発が続いている（引越貨物からの摘発） 
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報道発表 

過 去 最 大 量 の 覚 醒 剤 約 6 0 0 キ ロ 摘 発 

平成 28 年沖縄地区税関における不正薬物・銃砲類の取締り状況 

覚醒剤・麻薬・拳銃等の密輸に関する情報は税関まで！ 

税関密輸ダイヤル 0 1 2 0
フリーダイヤル

-461
シロイ

-961
クロイ

 



年

  種 類 前年比

件 2 4 5 4 8 200%

ｇ 6934.55 0.00 0.46 0.00 614,324.23 皆増

錠 - 39 14 - - -

件 - 4 4 5 8 160%

ｇ - 475.12 152.64 285.31 14.377 5%

件 - 4 2 - 7 皆増

ｇ - 475.12 21.17 - 12.977 皆増

件 - - 2 5 1 20%

ｇ - - 131.47 285.31 1.4 0%

件 - - - - - -

ｇ - - - - - -

件 11 2 5 10 9 90%

ｇ 42.47 - - 16.54 651.185 3937%

錠 348 160 325 674 85 13%

件 1 - - - - -

ｇ 1.92 - - - - -

件 - - - - - -

ｇ - - - - - -

件 - - - 1 1 100%

ｇ - - - - 1.57 皆増

錠 - - - 48 21 44%

件 1 - - 2 6 300%

g 13.90 - - 10.88 649.615 5971%

件 9 2 5 7 2 29%

ｇ 26.65 - - 5.66 - 皆減

錠 348 160 325 626 64 10%

件 8 8 11 3 5 167%

ｇ - - - - - -

錠 560 723 1,357 235 460 196%

件 3 3 100%

ｇ 103.51 70.74 68%

錠 - 177 皆増

件 21 18 25 25 33 132%

ｇ 6,977.02 475.12 153.10 405.36 615,060.532 151732%

錠 908 922 1,696 909 722 79%

回 231,904 1,673 2,729 3,136 20,477,995 652997%

件 3 3 1 2 1 50%

丁 3 6 1 2 1 50%

点 1 - - - - -

件 3 1 - 1 1 100%

発 5 1 - 7 1 14%

（注）
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（資料1）

沖縄地区税関における不正薬物・銃砲類の摘発実績

その他麻薬

ＭＤＭＡ等

ヘロイン

コカイン

平成28年平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

覚醒剤

大  麻

ケタミン

大麻草

向精神薬

合　　計

（参考）使用回数

覚醒剤は、覚醒剤及び覚醒剤原料の合計数量を示す。

（参考）使用回数は、以下の不正薬物について、乱用者の通常の一回分使用量をもとに換算し、合計したものである。

（覚醒剤：0.03ｇ、大麻草：0.5ｇ、大麻樹脂：0.1ｇ、ヘロイン：0.01ｇ、コカイン：0.03ｇ、あへん：0.3ｇ、MDMA等及び向精神薬：1錠）

数量の表記について、「0」とは微量で重量を鑑定できない場合を示し、「-」とは全く無い場合を示す。

MDMA等は、MDMA及びMDAの合計数量を示す。

大麻樹脂は、大麻樹脂、その他の大麻製品の合計数量を示す。

税関が摘発した密輸入事犯に係る押収量の他、警察等他機関が摘発した事件で、税関が当該事件に関与したものに係る押収量を含む。
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大麻樹脂

指定薬物

銃砲実包

あへん

麻薬

銃砲及び
銃砲部品



（資料2） 不正薬物の密輸形態別摘発件数
年　

　形態別
　航空旅客等による密輸入 4 2 3 10
　国際郵便物を利用した密輸入 17 14 19 18 12
　商業貨物等を利用した密輸入 1
　船員等による密輸入 3 3 4 11
　不明 1

合　計 21 18 25 25 33
航空機旅客等には航空機乗組員を含み、船員等には船舶旅客を含む。また、商業貨物等には別送品を含む。

（資料3-1） 覚醒剤の密輸形態別摘発実績
年　

　形態別
　航空旅客等による密輸入 2 1 2
　国際郵便物を利用した密輸入 1 1 1
　船員等による密輸入 3 3 4 5

合　計 2 4 5 4 8
航空機旅客等には航空機乗組員を含み、船員等には船舶旅客を含む。また、商業貨物等には別送品を含む。

（資料3-2） 覚醒剤の仕出地別摘発実績
年　

　仕出地
　タイ 1
　ケニア 1
　中国 1
　香港 1
　台湾 1 3
　米国 1 1 1
　不明 3 3 4 2

（資料4-1） 大麻の密輸形態別摘発実績
年　

　形態別
　航空旅客等による密輸入 1 5
　国際郵便物を利用した密輸入 3 2 5 2
　商業貨物等を利用した密輸入 1
　船員等による密輸入 1
　不明 1

合　計 4 4 5 8
航空機旅客等には航空機乗組員を含み、船員等には船舶旅客を含む。また、商業貨物等には別送品を含む。

（資料4-2） 大麻草の仕出地別摘発実績
年　

　仕出地
　プエルトリコ 1
　米国 3 1 3
　オランダ 1
　香港 1
　不明 1 2

（資料4-3） 大麻樹脂の仕出地別摘発実績
年　

　仕出地
　フランス 1
　香港 1
　米国 1 4 1
大麻樹脂には大麻樹脂、その他の大麻製品を含む。

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

年 

年 

年 

年 

年 

年 

年 

年 年 

年 年 年 

年 年 年 年 

年 年 



双胴船ヨット内から覚醒剤           を摘発 
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約600㌔ 



大型クルーズ船を利用した覚醒剤          密輸入事件の摘発 約7㌔ 
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国際郵便物を利用した大麻密輸入事件の摘発 
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航空旅客によるケタミン密輸入事件の摘発 



国際郵便物を利用した向精神薬密輸入事件の摘発 
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国際郵便物を利用した指定薬物密輸入事件の摘発 
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